
調査対象圏域

平成17 年調査時と同様に、
帯広市、音更町、芽室町、
幕別町（忠類地区除く）の
1市3町を対象としています。

調査手法

住民基本台帳から無作為で
抽出された世帯に対して、
満5歳以上の構成員全員を
対象に、郵送＋WEB併用
で調査を依頼し、実施して
います。

帯広圏では、前回調査から約15年が経過し、道東自動車道の「夕張～十勝清水間」が開通した他、⼈⼝減少や⾼齢化の進⾏など都市交通を取り巻く
社会情勢は⼤きく変化しています。今後の都市交通計画の検討を進めるためにパーソントリップ調査に取組んでいます。

調査主体 北海道 調査体系

本体調査では、都市圏居住者の1日の交通実態について把握しますが、帯広圏
における多様な生活環境や交通実態を踏まえた交通計画を検討する上で、本体
調査結果の分析だけでは、通院・買い物等の詳細な実態について把握できない
ため、「休日交通実態調査」と「個人意識調査」の2種類を附帯調査を実施し
ています。
各調査の配布世帯の設定については、回収率低下を招かないよう対象者への負
担を軽減するために、附帯調査の「休日交通実態調査」と「個人意識調査」は
どちらかの調査のみ回答してもらうこととしています。

調査圏域⼈⼝ 241,967人（5歳以上 住民基本台帳（令和4年7月末））
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本体調査

本調査は、交通手段分担を考慮した総合交通計画を策定することを目的として
おり、交通手段別OD表を取得できるように郵送調査を実施しています。
〇特徴
・世帯票にて、世帯主との続柄、自由に使える自動車の有無に関する設問を
設定

・自動車票にて、“所有者”、”保管場所”などに関する設問を設定
・個人票にて、“定期券利用の有無・公共交通利用時支払額”や“駐車場・駐車
料金”に関する設問を設定
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抽出率設定の考え方

抽出率の設定は、平日と休日で目的のカテゴリー数を変更し、設定しています。
〇カテゴリー数の設定
平日：50 ゾーン（Ｃゾーン）×4 目的（通勤・通学、私用、業務、帰宅）

×2 交通手段（自動車、その他）＝400
休日：50 ゾーン（Ｃゾーン）×2 目的（私用、その他）

×2 交通手段（自動車、その他）＝200
〇抽出率
平日：5.64% 休日：2.89%
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付帯調査

①休日交通実態調査
○概要
平日に対して休日の目的および手段構成の変化や分布状況の変化の分析を
行い、平日と異なる特性を持つ買い物等の私用交通に着目した分析に特化
するため、サンプル調査（人口拡大およびトリップ補正を実施しない）を
実施しています。（調査内容平日と同じ）

②個人意識調査
○概要
個人意識調査ではパーソントリップ調査では把握しきれない、通院・買い
物の実態や公共交通の利便性を把握し、帯広圏の1市3町における日常生活
行動や危険箇所、公共交通に対するニーズや課題を抽出するために実施し
ています。

○調査内容
・公共交通の利用について ・買物の状況について
・通院の状況について ・通勤・通学の状況について
・私用の状況について

調査スケジュール

調査票の発送は複数回（5ロット）に分けて実施し、原則として調査日の1～4 
日前に調査対象世帯に到着するよう発送しています。
また、回収率向上のため抽選で1,000名にQUOカード500円分を配布しています。

補完調査

①スクリーンライン調査
本体調査から得られる自動車交通量の精度検証および補正の必要性の検討に
向けて、スクリーンライン上での自動車交通量のカウント調査を実施してい
ます。

②コードンライン調査
本体調査から得られる自動車交通量の精度検証に向けて、調査対象圏域境界
において、圏域内外交通量を把握するために自動車交通量をカウントし、調
査対象圏域外居住者の流出入交通量を把握しています。

回収率

調査実施により、全ての市町にて、目標回収世帯数を上回る達成率となってい
ます。

表 調査票の発送日と回収期限
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検討体制

検討にあたっては、協議会、ワーキング、地区検討委員会、事務局会議の４つ
を設置し、取組んでいます。

広報の取組

本調査においてはその意義・目的に対する住民の幅広い理解と調査対象者の
一層の協力が、調査を円滑に行い、かつ精度の向上を図る上で必要となること
から、実態調査に向けて以下の広報活動を行っています。
①各市町の広報誌による広報活動
②ポスターによる広報活動
③特設ホームページによる広報活動
④各市町のホームページ上への掲載
⑤ SNS による広報
⑥十勝毎日新聞への掲載
（電子版：R4.10.12（水） 新聞紙面：R4.10.23（日））
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広報誌の掲載状況
（幕別町）

広報誌の掲載状況
（芽室町）

広報誌の掲載状況
（音更町）

広報誌の掲載状況
（帯広市）

ポスター
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調査票

本体調査：世帯票・自動車票、個人票（平日）
附帯調査：個人票（休日）または個人意識調査票 ⇒個人票（休日）と個人意識調査票は、本体調査対象者の50%ずつを対象
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世帯票・自動車票

個⼈票（平日）
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調査票

本体調査：世帯票・自動車票、個人票（平日）
附帯調査：個人票（休日）または個人意識調査票 ⇒個人票（休日）と個人意識調査票は、本体調査対象者の50%ずつを対象
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個⼈票（休日） 個⼈意識調査票
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各種調査物件

あいさつ状、記入要領・記入例、返信用封筒、督促状
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あいさつ状
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各種調査物件

あいさつ状、記入要領・記入例、返信用封筒、督促状
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記入要領
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各種調査物件

あいさつ状、記入要領・記入例、返信用封筒、督促状
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調査票回収用返信封筒
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記入例



各種調査物件

あいさつ状、記入要領・記入例、返信用封筒、督促状
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督促状
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